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紡紡紡紡錘錘錘錘体体体体形形形形成成成成にににに関関関関与与与与すすすするるるる遺遺遺遺伝伝伝伝子子子子をををを網網網網羅羅羅羅的的的的にににに同同同同定定定定すすすするるるる

川谷 誠

細胞がその遺伝情報を子孫の細胞へと正確に伝達するためには、S期に染色体 DNA

を正確に複製するだけでなく、M 期に姉妹染色分体を 2つの娘細胞へ均等に分配す

ることが極めて重要である。果たしてこのダイナミックなイベントに、細胞の中で

はどれくらいのタンパク質が関わっているのだろうか？今回紹介する論文では、全

遺伝子をカバーするショウジョウバエ RNAiライブラリーを用いて、有糸分裂紡錘

体形成に関わる遺伝子を細胞表現型を指標にして網羅的に同定し、これまで知られ

ていなかったタンパク質の関与や新たな紡錘体形成機構が次々と明らかにされた。

ケミカルバイオロジー研究、特に生理活性物質の細胞内標的分子を同定する研究

においては、RNAiによる細胞表現型が非常に重要な知見となることから本論文を紹

介することとした。なお、本研究で得られた結果はすべて W eb上で公開されている。
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要要要要旨旨旨旨
微小管を主要構成因子とするニ極性をもった紡錘体の形成は、染色分体 DNA を正

確に分配するために必要不可欠である。ショウジョウバエ S2細胞を使った full-

genome RNAiスクリーニングにより、我々は紡錘体形成に関与するおよそ 200の遺

伝子を同定し、その半数以上がこれまでに紡錘体形成の関与が報告されていないも

のであった。さらに、様々なニ次スクリーニングを組み合わせることにより、紡錘

体微小管がどのように形成されるのか、中心体がどのように適切な位置に配置され

るのか、さらに中心小体、中心体や動原体がどのように集合するのか、などについ

て様々な新しい知見を得た。


